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はじめに

安威城跡は、大阪の北摂地方東部を流れる安威川が、北摂山地への山間部入日付近の西岸段丘

崖沿いに位置する遺跡で、周辺には多 くの文化財が残っています。今回の調査において平安時代

の建物群や、特筆される遺物として古墳時代前期の遺構から紡製鏡が出土しています。これらの

遺構や出土遺物の歴史的資料は、今後の地域史の解明に役立つものと考えております。

調査にあたっては、茨木市教育委員会、大阪府安威川ダム建設事務所、地元自治会各位をはじ

め多 くの方々にご協力頂ました。深 く感謝しますとともに、今後とも文化財保護行政にご理解、

ご協力をお願い致します。

平成19年 8月
大阪府教育委員会

文化財保護課長 丹上 務

例

1.本書は、大阪府教育委員会が大阪府土木部の依頼を受け、主要地方道茨木亀岡線道路整備工

事に先立って、平成17年度に実施した茨木市東安威所在、安威城跡の発掘調査報告である。

2.調査は、文化財保護課調査第一グループ技師奥 和之が担当し、それに伴う遺物整理は調査

管理グループ技師藤田道子、主査三宅正浩が行った。本書の編集は、奥が担当し、執筆は奥及

び富田卓見が行った。なお、調査番号は05044で ある。

3.出上した鏡の保存処理、それに伴う写真撮影については、京都科学 (株)に委託した。

4.調査の実施にあたっては、茨木市教育委員会、大阪府土木部、安威川ダム建設事務所をはじ

めとする諸機関、関係諸氏の協力を得た。

5.本書は、300部 を作成し、一部あたりの単価は294円である。

1.経過

大阪府茨木市と京都府亀岡市を結ぶ主要地方道茨木亀岡線は、旧本線をおよそ倍の幅にするた

めの改良。整備工事を実施している。そのうち新たに道路として拡幅する箇所については、全面

1 10BG5/1黄灰色砂質土層

2 10YR6/8明黄掲色粘質砂土層

3 10YR5/3にぶい黄褐色砂質土層

1. 17-2区 (北側)

口

110G5/1 青灰色砂質土層

2 75YRν8明褐色粘質砂土層

310Y郎 /3にぶい黄褐色粘質砂土層

410Y恥 /2灰黄褐色粘質砂土層

a ЮYR76明 黄褐色砂質土層

2.17-2区 (南側)

第 1図 基本層序図
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15Y4/1 灰色砂質土層

2■5Y財6褐色砂質土層

3 10YR5/2灰黄掲色砂質土層 (砂礫まじり)

3.17-1区
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1 10YR4/1褐灰色礫まじり砂質土層   3 10YR3/1黒掲色粘質土層

2 10YR73にぶい責褐色砂質土層    425Y4/1 黄灰色粘質土層 a Ъ YM泡 用 色 焼土

(北側)断面図第 3図 17-2区

発掘を行い、また、すでに共用 している箇所については、地下埋設物・構

―  造物で遺構が破壊される部分の調査を行っている。今回の調査は、2004年

度の調査に引き続 き、ほぼ南北に走る道路東側の調査を実施 した。なお、

今回の調査は安威城跡の北端付近 と南端付近の 2カ 所で行われ、南側を

17-1区、北側を17-2区 と呼称した。

2.周 辺 の環境

安威城跡は、大阪の北摂地方東部を流れる安威川西岸、北摂山地への山

間部入口付近に位置している。

古墳時代では、西の丘陵上に前期の安威 0号墳、 1号墳。中期では安威

川を挟み東の丘陵に太田茶臼山古墳。後期では北の山塊に安威古墳群や塚

―  原古墳群などの群集墳。安威遺跡の南側には、耳原古墳。終末期では安威

川を挟む北の山麓に阿武山古墳。また、安威川山間部入口付近に位置する

桑原遺跡より、24基以上の群集墳が検出されている。

奈良・平安時代になると、調査地区の南方には、嶋下郡の郡衛推定地で

ある郡遺跡。安威川を挟み東の丘陵上には太田遺跡や総持寺遺跡などの集

落跡が出現する。これらは同一丘陵に存在する太田廃寺、平安時代創建と

される総持寺との関連が注目されている。

3.調 査 の成果

17-1区 調査区は南側に位置し、南端は安威遺跡と接する。掘削が遺

ヒ引_守  1    構面の上層で終わっているため不明の点が多い。周辺の地形から判断する

第2図 17-2区 (北側)と、調査区は西側の山塊から西側に派生する丘陵の端部付近と推定される。

遺構平面図  調査は、全長約65m、 幅約 2mの範囲で行った。調査区の上層断面 (第 1-

3図)お よび平面観察の結果、道路上面から約1,5m下、掘削最下層の一部に0.3mか ら0,5m前後の

無数の川原石が折 り重なる状況で検出した。川原石と川原石の間には隙間が存在することなどか

ら、旧地形で斜面であった地点を造成し、平らにするため川原石を敷き詰めたものと推定される。

その上層に厚さ0.lm前後の褐色砂質土層、最上層には0.2m前後の耕作土層が堆積する。出土遺物

は、造成時の遺物と推定される近世瓦、中世と推定される瓦器椀片、土師器小皿片などが出土し

ている。
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第 5図 建物土層断面図

17-2区 調査区は、山間部を流れていた安威川が平野部に移

る地点周辺の西岸側に位置する。調査区は、北側が幅約 2m、 長

さ約69m、 南側が幅約 4m、 長さ約32m、 全長約101mを測る。

調査区の層序は、調査区北側 (第 1-1図 )では上層に道路

造成時の盛上が約1.2m存在 し、その下に上面が29。6m付近から、

厚さ0.15m前 後の耕土層、厚さ0。 lm前後の明黄褐色粘質砂土層

X‐ 町関0(床土)、 遺物包含層である厚さ0.05m前 後の責褐色砂質土層の順

に堆積する。

南側 (第 1-2図)では、上層に道路造成時の盛土が約1.2m

存在し、その下に上面が29。3m付近に厚さ0.15m前 後の耕土層、

厚さ0.05m前 後の明褐色粘質砂土層、厚さ0.lm前後のにぶい黄

褐色粘質砂土層、厚さ0.05m前後の灰黄褐色砂質土層、遺物包含

層である厚さ0.05m前後の黄褐色砂質土層の順に堆積する。
第 4図 17-2区 (南側 )

遺構平面図

調査区北側の大半は、工事の掘削が遺構面上面で止まるため、遺構の状況が確認できたのは、

北端から27mの 区間のみである。検出した主な遺構は、落込み 1と 落込み 2の上坑と推定される

遺構で、両者は切 りあって存在する。形状からともに土坑と推定されるが、土坑底まで掘削でき

なかったため詳細は不明である。落込み 1は幅4.3m以上、落込み 2は幅約6.4mを測る。遺構の
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周辺は、南北に走る水道管が調査区の東半分を占めているため、調査区の幅が lm以下と狭 く不

明な点が多い。ただ、土層断面観察の結果、落込み とが落込み2よ り古く、土層断面の一部に炉

跡が観察された。出上した遺物から時期は、落込み 1が古墳時代前期、落込み 2がそれ以降のも

のと推定される。また注目される遺物として遺構埋土中より紡製鏡 (重圏文鏡)が出土しており、

他にも土師器小型丸底壺、土師器甕などがある。

調査区南側の遺構 (第 4図)の大半は出土遺物から平安時代と推定され、一部古墳時代前期の

ものが存在する。平安時代の遺構は、柱穴で総数80個 に近い。柱穴は、平面形では方形に近いも

のと円形に近いものとの 2種があり、これらの中で建物と推定される5ヶ 所の柱列を確認した。

しかし、調査区の幅が約 4mと 狭いため、規模は不明で、柵列である可能性も捨てきれない。

建物 1 梁間 2間以上、桁行 4間の総柱建物と推定される。梁間約3.7m以上、桁行約8.5m、 柱

間距離は2.Omか ら2.lmを 測る。主軸方向はN-15° 一Eを示す。建物北東角の柱穴31よ り、須恵

器郭身 (6)が出土している。

建物 2 梁間 2間以上、桁行 3間以上の建物である。梁間約1,7m以上、桁行約7.3m、 柱間距離

は1.5mか ら2.5mを測る。主軸方向はN-11° 一Eを示す。西壁際の柱穴 2よ り、土師器奏 (第 6-

5図)が出上している。

建物 3 梁間 1間以上、桁行 3間の建物である。梁間約1.7m以上、桁行約6.2m、 柱間距離は

■6mか ら2.6mを測る。主軸方向は座標北を示す。

建物 4 梁間 2間以上、桁行 2間の建物である。梁間約2.3m以上、桁行約4.9m、 柱間距離は1.5

mか ら2.4mを 測る。主軸方向はN-13° 一Eを示す。北東から南西に並ぶ柱列で、柱穴である柱

穴13よ り、緑釉陶器 (第 6-7図 )が出上している。

建物 5 桁行 1間以上の建物である。柱穴の平面形が隅丸方形に近い形を呈しているため、建

物と判断した。桁行約2.Om以上、柱間距離は約2.Omを測る。主軸方向はN-12° ―Eを示す。

4.出 土遺物 (第 6図 )

1か ら3は、落込み 1よ り出土。この遺構からは、注目される遺物として紡製鏡が出上してい

る。 1は土師器の小型丸底壺で、徐部から下が欠損している。口縁部は、体部界の括部からやや

斜め上方に立ち上がる。然部は比較的張り出す。口径約9.2cm、 残存高5.8cmを 測る。 2は土師器

奏で、口縁から下が欠損している。口縁部は斜め上方に伸び、端部は丸く、内面に緩やかな段を

17-2区建物計測値表
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番 号 地 区

梁 間 倫行 柱 間 (m) 位 置

総 柱

柱穴 (m)

方位 備 考
柱

形

状
最小 最 大

深 さ

問 (m) 間 (m) 短 ～長 X Y 深 浅

1 2 2以上 37 4 20-21 -127,578 -39,322 ○ 円 017× 018 044× 048 0 07 N-15° ―E

2 2 2以上 1 7じ火」L 3以上 15-25 -127,579 -39,323 円 018× 020 055× 060 N-11° ―E

3 2 1雄 17以上 3 16-26 -127,800 -39,323 円 019× 023 045× 047 N-0°

4 2 2以土 23メ上 2 15-24 -127,800 -39,323 円 030× 032 050× 053 N-13° ―E

2 1以上 20以上 -127,800 -39,318 方 050× 050 050× 054 N-12° ―E



有する。体部内面にヘラ削りが認められる。口径約13.4cm、 残存高約3.8cmを 測る。 3は、土師

器高郭で郭部のみ残存している。イ部下に段を有し、そこから斜め上方に広がり、日縁端部付近

でさらに外側に大きく広がる。口径約17.4cm、 残存高約4.7cmを 測る。

4は落込み35出上の小型丸底壷の口縁部で、体部が欠損している。日縁部は斜め上方に伸び、

端部は丸い。口径9,6cm、 残存高3.2cmを 測る。 5は土師器甕で建物 2の柱穴 2よ り出土。口縁は

短く、斜め上方に伸び、端部は丸 く仕上げる。体部は口縁部の界から緩やかな丸みを持ち、底部

に下る。体部外面にはヘラ削りが認められる。日径13.9cm、 残存高4.7cmを 測る。 6は須恵器郭

身で、建物 1の柱穴31よ り出土。底部は欠損し、底部から口縁部にかけてやや斜め上方に伸び、

端部は丸 く仕上げる。口径約15.2cm、 残存高4.6cmを 測る。 アは緑釉陶器椀で、建物 4の柱穴13

より出土。底部から内彎気味に口縁部に伸び、端部付近で外側に摘み上げる。底部と口縁部の界

には緩やかな沈線を一条巡らす。底部外面に断面四角形の高台を巡らす。口径約13.8cm、 器高

4.2cm、 高台径7.lcmを 測る。 8は瓦器椀で、17-2区の明褐色砂質土層より出土。郭部は深 く、

底部は欠損している。底部から内彎気味に口縁部に伸び、端部内面に段を有する。口径16.4cm、

残存高4.5cmを 測る。

5。 ま とめ

今回の調査で遺構は、17-2区を中心に検出した。遺構の時期は、古墳時代前期と平安時代の

2時期に大きく分かれる。

特に前回までの調査を含め、古墳時代前期にかけての遺構の範囲は、遺構の濃淡はあるものの、

安威城跡 。安威城跡の遺跡範囲全域に広がることを確認した。確認された遺構は、溝、土坑、落

ち込みなどが大半を占めが、住居跡、建物などの遺構は、現在の所検出されていない。

平安時代の遺構は、17-2区南側で検出した。出土遺物、柱穴の形状などから2時期に分ける

ことができる。周辺の調査では、遺物は出土するものの、遺構の検出例は極めて少ない。遺構の

範囲は、地形から判断して、東は安威川の段丘崖、西は丘陵との境までと推定され、南北は、調

査結果から南北約50mの狭い範囲に集中している。集落跡と推定されるが、調査範囲が狭いため

不明な点が多い。

第 6図  17-2区

8      Lここここ呂こここここここここここここユこここここここここここここ三工ここここユ

出土遺物
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17-2区 (南側)全景 (南 から)

2.17-2区 柱穴13遺物出土状況 17-2区 (北側)全景 (南 より)
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4.17-2区  鏡出土状況
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5.出 土 鏡



報 告 書 抄 録

ふ りがな あいじょうあと

童
［ 名 安威城跡

副 書 名 主要地方道茨木亀岡線道路整備工事に伴 う調査

巻 次

シリーズ名 大阪府埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 2007-1

編 著 者 名 奥 和之

編 集 機 関 大阪府教育委員会 文化財保護課

所 在 地 〒5408571 大阪府大阪市中央区大手前 2丁 目 TEL06-694卜 0351(代 )

発行年月 日 2o07年 8月 31日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド 耳ヒ漁単 東経 調査期間
面積
(r) 調査原因

市町村 遺跡番号

あいじょうあと

安威城跡

いばらきしひがしあい

茨本市東安威 27221 45
34°

51′

09〃

ぽ
ノ
ぱ

2005.11.01-
2006.02.28

450

主要地方
道茨木亀
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整備工事

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

安威城跡 集落跡

古墳時代前期

土坑
焼土坑

溝
落ち込み

壷
小型丸底壷

甕
高杯

紡製鏡

平安時代
建物
柱穴

土師器
須恵器

緑釉陶器
瓦器

近  代

瓦器
土師器小皿

近世瓦

要 約

古墳時代前期
土坑・焼土坑・溝・落込みなどを検出した。特筆すべき遺物として

焼土坑上面から紡製鏡が出上した。

平安時代   建物 5棟などを検出。柱穴の形状で 2時期に分けることが出来る。
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